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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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年間予約購読は前金にて書店あるいは弊社宛

お申し込み下さい。ただし，年間購読料は年

度により異なりますので，書店または弊社ま

でお問い合わせ下さい。
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　ここ数年，肝細胞癌（HCC）に対する薬物療法の進歩が著しい．ソラフェニブ単独時
代が約 10年続いたが，2017年にレゴラフェニブ，2018年にレンバチニブ，2019年に
ラムシルマブが加わり，現在四つの分子標的治療薬が日常臨床で使用可能となった．
カボザンチニブのポジティブな結果も報告され，新たにセカンドラインの治療選択肢
として加わることが予想される．加えて，昨年，免疫チェックポイント阻害剤アテゾ
リズマブと血管新生阻害剤ベバシズマブとの併用療法のきわめて良好な治療成績が報
告された．ファーストライン標準治療薬であるソラフェニブに対して優越性が示され
たため，今後HCCに対する薬物療法の第一選択となることが期待される．また現在，
数多くの免疫チェックポイント阻害剤と分子標的治療薬との併用試験が世界中で行わ
れており，今後，ますます HCC治療戦略において薬物療法が重要となるのは間違い
ないであろう．
　今回，これらの流れを踏まえ，「薬物療法がひらく新しい肝細胞癌の治療 strategy」
という特集を企画し，臨床の第一線で実際に薬物療法を行っている専門の先生方に執
筆を依頼させていただいた．各々のテーマにおける現状と課題を挙げていただき，加
えて多くの先生方に，近々日常臨床での使用が期待される分子標的治療薬と免疫
チェックポイント阻害薬との併用療法にも触れていただくようにお願いした．本特集
によって，複数の薬物療法を有効かつ安全に使用するのに有用な情報が得られ，HCC
患者のさらなる予後延長につながることを願っている．最後に，ご執筆いただいた先
生方，今回このような機会を与えていただいた編集委員の先生方に厚く御礼申し上げ
ます．

（葛谷　貞二）
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